
会
期

  

平
成
29
年
12
月
15
日
か
ら
12

月
26
日
ま
で
の
12
日
間

本
会
議
１
日
目
（
12
月
15
日
）

　

前
田
議
員
の
議
席
指
定
と
事

業
常
任
委
員
へ
選
任
し
た
こ
と

の
報
告

　

監
査
報
告
、
専
決
処
分
の
報

告
　

請
願
の
上
程
、
総
務
常
任
委

員
会
へ
付
託

　

岸
和
田
市
貝
塚
市
清
掃
施
設

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
（
金
子

議
員
が
当
選
）

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

議
案
の
上
程
、
採
決

　

29
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
の
上
程
、
各
常
任
委
員
会
へ

付
託

　

会
議
規
則
改
正
案
の
上
程
、

採
決

　

一
般
質
問

本
会
議
２
日
目
（
12
月
18
日
）

　

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
（
12
月
20
日
～

22
日
）

　

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査

本
会
議
最
終
日
（
12
月
26
日
）

　

市
長
の
退
職
の
期
日
に
関
す

る
同
意
の
上
程
、
質
疑
、
採
決

　

請
願
の
審
査
結
果
報
告
、
討

論
、
採
決

　

議
案
第
98
号
の
撤
回
の
承
認

　

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議

二元代表制の一翼として　今年も頑張ります

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
補
正
予
算
な
ど

23
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
撤
回
し
た
１
件
を
除
き
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
２
０
２
５
日
本
万
国

博
覧
会
大
阪
誘
致
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
を
求
め
る
に
つ

い
て
」
の
請
願
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
、
会
議
規
則
の
一
部
改
正
と
信

貴
芳
則
市
長
の
政
治
資
金
を
め
ぐ
る
問
題
の
調
査
に
関
す

る
決
議
を
提
案
し
、
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

　　

次
期
定
例
会
の
開
催
日
程
及

び
議
会
中
継
の
放
送
日
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

本
会
議
ま
た
は
委
員
会
の
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日

程
を
ご
確
認
の
う
え
、

当
日
、
市
役
所
新
館

３
階
議
会
受
付
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
定
例
会
の

　

開
催
日
程
に
つ
い
て

案
の
審
査
結
果
報
告
、
採
決

　

29
年
度
補
正
予
算
案
の
上
程
、

採
決

　

監
査
委
員
・
公
平
委
員
・
人

権
擁
護
委
員
の
選
任

　

信
貴
芳
則
市
長
の
政
治
資
金

を
め
ぐ
る
問
題
の
調
査
に
関
す

る
決
議
の
上
程
、
可
決
、
同
調

査
特
別
委
員
の
選
任

　

議
会
運
営
委
員
会
に
よ
る
特

定
事
件
の
継
続
調
査
の
可
決

　

４
年
前
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
市
長
に
よ
る
不
明
朗
な
資

金
提
供
の
事
実
が
明
る
み
に
出

た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
議
会

は
市
長
に
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
を
求
め
、
事
態
の
解
明
の

た
め
に
努
め
て
き
た
が
、
市
長

の
説
明
責
任
は
果
た
さ
れ
た
と

は
言
え
ず
、
事
態
の
究
明
も
で

き
て
は
い
な
い
。

　  

  

さ
ら
に
、
政
治
資
金
規
正
法

に
抵
触
す
る
疑
い
に
つ
い
て
市

民
の
告
発
が
な
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
市
長
の
発
言
の
中
で
市
の

事
務
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
圧

力
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
疑
惑
の
解
明

を
は
か
る
こ
と
は
、
市
民
か
ら

付
託
さ
れ
た
市
議
会
の
責
務
で

あ
り
、
ま
た
市
政
に
対
す
る
市

民
の
信
頼
を
回
復
し
、
清
潔
で

公
正
な
市
政
を
築
い
て
い
く
こ

と
に
な
り
、「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
の
再
発
防
止
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
市
議
会
は

関
係
者
の
証
言
お
よ
び
記
録
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
全
容
の
究

明
を
は
か
ろ
う
と
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
よ

〔

◎
中
　
井
　
良
　
介

○
池
　
内
　
矢
　
一

　
金
　
子
　
拓
　
矢

　
南
　
　
　
加
代
子

　
井
　
舎
　
英
　
生

　
前
　
田
　
将
　
臣

　
米
　
田
　
貴
　
志

　
池
　
田
　
啓
　
子

　
鳥
　
居
　
宏
　
次

　
稲
　
田
　
悦
　
治

【信貴芳則市長の政治資金を
 めぐる問題の調査特別委員】
◎   委  員  長
○   副委員長

〔 信
貴
芳
則
市
長
の
政
治
資
金
を
め
ぐ
る

問
題
の
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
。

　

な
お
、
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

（
調
査
事
項
）
信
貴
芳
則
市
長

の
政
治
資
金
に
関
す
る
事
項

（
委
員
）
上
記
の
と
お
り
10
名

（
調
査
期
限
）
調
査
が
終
了
す

る
か
、
議
員
の
任
期
が
満
了
す

る
ま
で

地方自治法第 100 条
による調査とは？

　当該団体の執行機関だけでなく、
第三者である選挙人その他の関係
人を証人として喚問し、証言を求
めたり、記録の提出を求めたりす
ることができます。また、調査の
実効性をあげるために、罰則によ
る強制力も付与されています。

～
政
治
資
金
問
題
に
議
論
集
中
～

信

貴

市

長

が

辞

職
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き し わ だ 議 会 だ よ り 第171号(2) 平成30年(2018年)　2月1日

議案番号 案　　　　　件
議案第 80 号 専決処分の承認を求めるについて（平成 29 年度岸和田市一般会計補正予算（第３号））

　衆議院解散に伴い、衆議院議員総選挙などの実施に係る所要経費が緊急に必要となったため、専決処分したものです。

議案第 81 号 岸和田市土砂埋立て等の規制に関する条例の制定について

　府が規制する規模未満の埋立てなどについて、災害の防止などを目的として規制するために制定するものです。

議案第 83 号 岸和田市附属機関条例及び特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

　競輪場施設整備計画検討委員会を設置するとともに、その委員に係る報酬などについて規定するものです。

議案第 84 号 岸和田市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
議案第 85 号 岸和田市市税条例等の一部改正について

　消費税率の引き上げ時期が平成 31 年 10 月とされたことに伴い、関係する規定の整備を図るものです。

議案第 86 号 岸和田市企業立地促進等による産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について

議案第 87 号 岸和田市手数料条例の一部改正について

　介護保険法に基づく事業者の指定の申請及び指定更新の審査に係る審査事務の手数料について、所要の規定の整備を図るものです。

議案第 88 号 岸和田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例及び岸和田市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正について

議案第 89 号 岸和田市文化振興条例の一部改正について

議案第 90 号 岸和田市営住宅条例の一部改正について
議案第 91 号 平成 29 年度岸和田市一般会計補正予算（第４号）

　放課後等デイサービスの事業所や利用者の増加による障害児通所支援事業費の不足、台風 21 号により市内各所で被害が発生したた

め災害復旧費が必要となったことなどにより、その予算を補正するものです。

議案第 92 号 平成 29 年度岸和田市自転車競技事業特別会計補正予算（第１号）

　ミッドナイト競輪の売り上げが好調であったため、払戻金や必要諸経費が不足すると見込まれ、その予算を補正するものです。

議案第 93 号 平成 29 年度岸和田市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

　介護保険法改正に伴い、既存システムの改修が必要となり、その予算を補正するものです。

議案第 94 号 平成 29 年度岸和田市財産区特別会計補正予算（第１号）

　稲葉財産区財産処分に伴い、その予算を補正するものです。

議案第 95 号 平成 29 年度岸和田市下水道事業会計補正予算（第１号）

　台風 21 号の被害に伴い、その応急対応と仮設浄化槽設置が必要となり、その予算を補正するものです。

議案第 96 号 平成 29 年度岸和田市病院事業会計補正予算（第２号）

　高額のがん免疫治療薬の使用が増加したことなどにより、薬品費不足が見込まれ、その予算を補正するものです。

議案第 97 号 工事請負契約の締結について（岸和田市立小中学校及び幼稚園空調設備整備事業）
議案第 99 号 監査委員選任につき同意を求めるについて　（矢野三千秋氏の選任に同意）
議案第 100 号 公平委員会の委員選任につき同意を求めるについて　（田村一也氏の選任に同意）
議案第 101 号 人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めるについて　（野上多津子氏の推薦に同意）
議案第 102 号 平成 29 年度岸和田市一般会計補正予算（第５号）

　市長の退職に伴い、公職選挙法に基づき、市長選挙と市議会議員補欠選挙が行われるため、その予算を補正するものです。

市議案第４号 岸和田市議会会議規則の一部改正について

　本会議の記録方法を、「速記法」から「速記、録音その他の議長が適当と認める方法」に改正するためのものです。

市議案第５号 信貴芳則市長の政治資金をめぐる問題の調査に関する決議　（詳細は１面に掲載）

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 26

結　果議 員 名
反 

甫

金 

子

烏 

野

澤 

田
南

井
上(

博)

井 

舎

友 

永

前 

田

桑 

原

岩 

﨑

河 

合

米 

田

京 

西

松 

本

池 

内

岡 

林

雪 

本

池 
田

井
上(
源)

鳥 

居

稲 

田

中 

井

岸 

田

今 

口

会 派 名 自 刷 自 共 公 新 新 公 無 公 公 創 公 刷 公 自 自 新 共 自 自 創 共 共 共

請願第１号　2025 日本万国博覧会大阪誘致への積極的な取組
            みを求めるについて

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長
× ○ ○ ○ × × × 採 択

　　　　　市として、地域振興をはじめ、観光魅力の発信による産
　　　　業振興、市民の健康づくりに寄与し、大きな経済効果も見
　　　　込まれる国際博覧会の誘致の実現に向け、大阪府・市とと
　　　　もに積極的に取り組むよう請願するものです。

【反対討論】　以下の３つの理由から反対する旨の討論がありました。
①万博を現役の廃棄物処理場である夢洲で開催しようとしていること
②施設建設やインフラ整備に巨額の財政投資が必要で、府や市、府民に負担をかけること
③統合型リゾートを誘致することとセットにし、賭博であるカジノを成長戦略の切り札とし
ようとしていること

議案第 82 号　岸和田市子どもの医療費の助成に関する条例
　　　　　　 等の一部を改正する等の条例の制定について 

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議　

長
× ○ ○ ○ × × × 可 決

　　　　　府における障害者医療、老人医療、ひとり親家庭医療、
　　　　子ども医療の４医療助成制度の再構築に伴い、関係規定の
　　　　整備を図るものです。

【反対討論】
精神障害１級と重度難病者が新たに対象とされたが、後者は府の保健所に委ねられ、市とし
て実態をつかめるか不安である。また、多くの障害者、難病者、結核感染者が対象外となる。
このほか、月額の上限が引き上げられることや院外調剤に自己負担が導入されること、月２回
までとされていた医療機関当たりの上限が撤廃されることなどにより、反対するものである。

公…公明党　　自…自民クラブ　　共…日本共産党
新…新生改革クラブ　　刷…刷新クラブ
創…岸和田創生　　　　無…無所属クラブ

（注意）議長は表決しません
○…賛成　×…反対　□…退席

賛 否 の 分 か れ た 議 案

全 会 一 致 で 可 決 さ れ た 議 案

主
旨

主
旨



文
教
民
生
常
任
委
員
会

  
ま
ず
、
議
案
７
件
を
審
査
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
議
案
第

82
号
に
つ
い
て
は
、
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

○
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

　

対
応
委
員
会
の
状
況

事
業
常
任
委
員
会

  

ま
ず
、
議
案
７
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
岸
和
田
駅
自
転

車
等
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
募

集
要
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

○
競
輪
場

○
競
輪
場
の
施
設
再
整
備
及
び

　

経
営
改
善

○
競
輪
事
業

総
務
常
任
委
員
会

  

ま
ず
、
議
案
５
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
２
５
日
本
万

国
博
覧
会
大
阪
誘
致
へ
の
積
極

的
な
取
組
み
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。
こ

の
請
願
に
つ
い
て
は
、
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
　

 

　
昨
年
11
月
20
日
に
、
大
阪
府

市
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
教
授
の
岸き

し

博ひ
ろ

幸ゆ
き

氏
を
講
師

に
迎
え
、「
日
本
経
済
の
展
望

〜
地
方
活
性
へ
の

鍵
〜
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
を
開
催

☆
山
口
県
山
口
市

「
地
域
公
共
交
通
」
に
つ
い
て

  

山
口
市
で
は
、
広
い
市
域
を

行
政
主
体
の
公
共
バ
ス
の
み
で

網
羅
す
る
と
、
多
く
の
維
持
コ

ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
政
策
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

都
市
核
と
地
域
核
を
結
ぶ
基

幹
交
通
は
事
業
者
が
、
地
域
核

と
集
落
を
接
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
は
地
域
が
主
体
と
な

っ
て
整
備
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
た
。

　

一
方
、
交
通
体
系
の
整
備
だ

け
で
は
利
用
者
の
増
加
が
見
込

め
ず
、
小
学
校
で
の
公
共
交
通

教
室
や
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
の
実
施

な
ど
、
公
共

交
通
を
利
用

す
る
動
機
付

け
を
行
う
事

業
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

☆
広
島
県
尾
道
市

「
空
き
家
の
再
生
、
利
活
用
及

び
空
き
家
対
策
」
に
つ
い
て

  

尾
道
市
で
は
、
空
き
家
の
実

態
を
把
握
す
べ
く
調
査
を
行
い
、

老
朽
度
・
危
険
度
に
応
じ
て
ラ

ン
ク
Ａ
か
ら
Ｅ
に
分
け
、
比
較

的
老
朽
度
・
危
険
度
が
低
い
Ａ

や
Ｂ
は
空
き
家
バ
ン
ク
で
活
用

し
た
り
、
Ｄ
や
Ｅ
は
解
体
を
視

野
に
特
定
空
き
家
の
指
定
を
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
行
政
代
執
行
を
す

る
と
し
て
も
、
尾
道
市
は
斜
面

地
が
多
く
道
が
狭
い
た
め
、
解

体
が
手
作
業
と
な
り
、
高
い
も

の
で
５
０
０
万
円
も
か
か
る
。

　

ま
た
、
そ
の
斜
面
地
は
寺
に

寄
進
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
解

体
し
て
も
売
却
で
き
ず
、
補
助

金
だ
け
で
は
解
体
が
進
ん
で
い

な
い
。

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
尾
道
空
き
家

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
空
き
家
の
再
生
及
び
利
活

用
」
に
つ
い
て

  

法
人
が
行
っ
て
い
る
移
住
・

先
進
都
市
を
視
察

事
業
常
任
委
員
会

９
番
　
前ま

え

田だ

　
将の

ぶ

臣み

（
所
属
会
派
）
無
所
属
ク
ラ
ブ

（
所
属
政
党
）
大
阪
維
新
の
会

（
期
数
）　
　

 

１
期
目

新
人
議
員
を
紹
介
し
ま
す

常
任
委
員
会
で
の
審
査

定
住
支
援
と
し
て
は
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
が
あ
り
、
尾
道
暮
ら

し
の
手
引
書
を
配
付
し
、
不
便

な
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

耐
え
ら
れ
な
い
人
に
は
移
住
を

勧
め
て
い
な
い
。
移
住
者
に
は

子
育
て
世
帯
が
多
く
、
高
齢
化

に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
。

　

移
住
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し

て
も
、
地
域
の
情
報
や
移
住
の

先
輩
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

物
件
を
探
し
て
い
る
人
に
１
週

間
の
坂
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
り
、
片
付
け
隊
を
派
遣

し
た
り
し
て
い
る
。

　

空
き
家
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

し
て
再
生
し
、
お
金
を
生
み
出

す
仕
組
み
を
作
っ
て
お
り
、
移

住
者
の
仕
事
づ
く
り
に
も
一
役

買
っ
て
い
る
。

【
問
】
前
回
の
選
挙
で
渡
し
た

２
０
０
万
円
は
、
市
長
の
私
金
な
の

か
。

【
答
】
私
の
お
金
で
あ
る
。

【
問
】
政
治
献
金
と
い
う
位
置
付
け

と
し
て
も
、
２
０
０
万
円
の
領
収
書

が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
法
律
違
反

と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
党
を
支
援
す
る
に
あ
た
り
、

政
党
へ
の
寄
附
と
認
識
し
て
い
た
。

【
問
】
前
回
の
選
挙
で
渡
し
た

２
０
０
万
円
は
、
神
谷
氏
に
届
い
て

い
る
か
、
確
認
し
た
の
か
。
ま
た
、

ど
う
使
わ
れ
た
の
か
、
わ
か
っ
て
い

な
い
の
か
。

【
答
】
２
０
０
万
円
を
委
ね
た
日
田

氏
を
当
時
信
頼
し
て
お
り
、
届
け
ら

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
た
。
ま
た
、

推
薦
を
得
る
た
め
使
わ
れ
た
と
思
っ

て
い
る
。

【
問
】
今
回
の
選
挙
で
医
師
会
、
歯

科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
を
中
心
と
し

た
人
が
、
党
員
名
簿
に
名
を
連
ね
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
市
長
は
選
挙
公

約
で
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
を
う
た
っ
て
い
た
。
こ
の
施
策
で

一
番
潤
う
の
は
医
療
関
係
で
あ
り
、

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が

ど
う
か
。

【
答
】
議
員
時
代
か
ら
、
医
療
や
子

育
て
施
策
を
う
た
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
選
挙
の
た
め
で
は
な
い
。

【
問
】
今
回
の
選
挙
で
自
民
党
岸
和

田
支
部
長
に
１
１
２
万
円
を
渡
そ
う

と
し
た
こ
と
は
、
買
収
に
あ
た
ら
な

い
の
か
。

【
答
】
現
金
が
先
走
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
党
費
で
あ
り
、
党
員
の
増
強

に
重
き
を
置
い
て
の
行
為
で
あ
る
。

【
問
】
今
回
の
新
聞
報
道
が
、
選
挙

前
に
出
て
い
れ
ば
、
当
落
に
影
響
が

あ
っ
た
と
思
う
か
。

【
答
】
仮
定
の
話
で
あ
り
、
私
に
は

分
か
ら
な
い
。

【
問
】
今
回
の
選
挙
は
組
織
の
し
が

ら
み
が
全
く
な
か
っ
た
と
捉
え
て
い

い
の
か
。

【
答
】
今
回
は
政
党
の
組
織
の
し
が

ら
み
が
な
く
、
他
の
し
が
ら
み
も
断

ち
、
草
の
根
の
選
挙
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

【
問
】
前
回
の
選
挙
で
も
３
０
０
万

円
の
資
金
提
供
が
あ
っ
た
と
い
う
話

が
あ
る
。
こ
れ
も
収
支
報
告
書
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
間
違
い
な
い
の
か
。

【
答
】
そ
う
い
う
事
実
は
な
い
。

【
問
】
市
長
自
身
に
、
現
在
の
市
民

の
声
が
届
い
て
い
る
の
か
。

【
答
】
そ
う
い
っ
た
声
は
届
い
て
い

な
い
。

【
問
】
お
金
に
清
潔
で
、
誠
実
な
、

市
民
に
う
そ
を
つ
か
な
い
、
清
く
正

し
い
市
長
を
期
待
す
る
声
に
対
し
て
、

ど
う
思
う
の
か
。

【
答
】
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
た

こ
と
に
対
し
て
、
深
く
反
省
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
信
頼
回
復

に
向
け
て
尽
力
し
た
い
。

【
問
】
市
民
に
隠
し
続
け
、
信
頼
を

な
く
し
、
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た
た

め
、
辞
任
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

【
答
】
日
曜
日
（
投
開
票
日
）
に
負

託
を
い
た
だ
い
た
。
引
き
続
き
、
市

政
運
営
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
今
後
こ
う
い
う
問
題
が
新
た

に
出
て
き
た
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
辞

任
も
含
め
て
、
判
断
す
る
の
か
。

【
答
】
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
そ
の

と
き
に
考
え
た
い
。

【
問
】
新
聞
記
事
で
は
、
今
回
の
選

挙
で
も
、
党
員
名
簿
と
党
費
を
持
っ

て
い
き
、
推
薦
が
欲
し
か
っ
た
と
あ

る
が
、
も
う
こ
れ
以
上
何
も
新
聞
記

事
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

【
答
】
こ
れ
以
上
な
い
と
思
う
。

【
問
】
こ
れ
以
上
問
題
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
十
分
に
考
え
て
進

退
を
決
め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

【
答
】
い
た
だ
い
た
意

見
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め

て
、
日
々
行
政
運
営
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
。

市長の政治資金問題を受け全員協議会を開催

12月１日に開いた全員協議会の主なやりとりをご紹介します。
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市
長
は
、
４
年
前
の
市
長
選
挙
の
際
、
自
民
党
の
推
薦
を

得
る
た
め
、
自
民
党
岸
和
田
支
部
の
組
織
部
長
で
あ
っ
た
日

田
氏
の
求
め
に
応
じ
て
、
２
回
に
わ
た
っ
て
１
０
０
万
円
を

提
供
し
た
。
そ
の
時
の
日
田
氏
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、「
覚
え
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

党
へ
の
寄
付
で
あ
れ
ば
、
自
民
党
18
選
挙
区
支
部
長
で

あ
っ
た
神
谷
氏
に
直
接
会
っ
て
お
願
い
す
る
の
が
当
然
だ

が
、
市
長
は
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。

　

経
過
か
ら
見
れ
ば
、
２
０
０
万
円
は
推
薦
を
得
る

た
め
の
工
作
資
金
、
裏
金
で
あ
り
、
領
収
書
が
な
い

の
も
当
然
で
は
な
い
か
、
と
の
問
い
に
も
明
確
な
答

弁
は
な
か
っ
た
。
２
０
０
万
円
が
誰
に
渡
り
、
ど
う

使
わ
れ
た
の
か
、
市
長
の
解
明
の
努
力
は
不
十
分
だ
。

　

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
異
常
極
ま
り
な
い
書
き
込
み
な
ど

で
、
命
ま
で
も
奪
わ
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
卑
劣
極

ま
り
な
い
、
人
間
と
し
て
恥
ず
べ
き
行
為
で
あ
る
が
、
市
長

自
身
も
知
人
な
ど
に
嘘
メ
ー
ル
を
拡
散
目
的
で
日
常
的
に
送

信
し
て
い
る
。
受
信
者
は
、
市
長
か
ら
送
信
さ
れ
た
と
証
言

し
、
証
拠
も
提
出
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
に

つ
い
て
、
市
長
は
「
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」「
法
に
触
れ

る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
で
あ
る
。

　

同
姓
同
名
と
は
思
え
な
い
が
、

市
長
が
記
憶
に
な
い
、
知
ら
な

い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
別
の

機
会
に
質
問
し
、
思
い
出
し
て

も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

　

市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議

員
選
挙
の
平
成
23
年
以
降
の

投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
に
は
、

投
票
率
ア
ッ
プ
の
施
策
が
求

め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
期
日

前
投
票
所
の
増
設
や
投
票
時

間
の
改
善
、 

情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

し
、
ど
の
投
票
所
で

も
投
票
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
き
の
市
長
選
挙
で
は
、
自
民
党
の
推
薦
が
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
信
貴
市
長
が
獲
得
し
た
３
万
１
８
３
１
票

に
は
、
大
変
重
み
が
あ
る
。
多
く
の
市
民
や
市
民
団
体
に
よ

る
支
援
が
重
な
っ
た
結
果
で
、
市
長
の
１
期
目
の
４
年
間
に

実
現
し
た
政
策
、
そ
し
て
２
期
目
の
公
約
が
、
広
く
市
民
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。

　

今
、
４
年
前
の
自
民
党
推
薦
に
絡
む
市
長
の
金
銭
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
市
政
の

停
滞
に
つ
な
が
り
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

事
実
を
解
明
す
る
た
め
、
ま
た
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
議
会
に
よ
る
関
係
者
の
証

人
喚
問
が
必
要
で
あ
り
、
百
条
委
員
会
を
設
置
し
、

徹
底
し
た
解
明
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

【
問
】
毎
年
４
月
に
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
の
岸
和
田
市
の
調
査
結
果
は
大
阪
府
内
に

お
い
て
も
著
し
く
下
位
に
属
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

現
在
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
見
解
と
、
今
後
の
学
力
向

上
に
向
け
た
改
善
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
本
市
と
全
国
と
の
平
均
正
答
率
の
差
は
依
然
開
い
た

ま
ま
で
あ
る
。
10
年
前
と
比
べ
て
小
学
校
、
中
学
校
と
も
ほ

ぼ
変
わ
ら
ず
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
学
校
の
実
情
や
課
題
に
合
っ
た
学
力
向

上
の
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、
授
業
改
善
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
放
課
後
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
効
果
的
な
配

置
、
派
遣
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
候
補
者
が
演
説
会
を
開
催
で
き
る
市
有
施
設
の
大
部

分
は
学
校
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
幼
稚
園
で
半
数
、
小
学

校
で
７
割
、
中
学
校
で
は
９
割
が
、
最
も
利
用
の
見
込
ま
れ

る
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
の
利
用
を
許
し
て
お
ら
ず
、
選

挙
管
理
委
員
会
は
学
校
か
ら
の
空
き
状
況
の
報
告
を
待
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
候
補
者
が
校
長
に
直
接
依

頼
し
て
利
用
で
き
た
事
例
も
あ
り
、
公
平
性
に
欠
け
る
。
今

後
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

【
答
】
よ
り
多
く
の
施
設
、
時
間
帯
で
演
説
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
、
空
き
時
間
の
精
査
を
各
施
設
管
理

者
に
お
願
い
し
、
利
用
状
況
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

速
や
か
に
連
絡
す
る
よ
う
依
頼
す
る
。
ま
た
、
本
市

に
合
っ
た
調
整
方
法
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

個
人
演
説
会
使
用
施
設
の
管
理
は
適
正
に

学
力
低
下
に
関
す
る
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

低
迷
す
る
投
票
率
に
つ
い
て

市
長
選
の
結
果
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問 

○
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
中
間
と
り
ま
と
め

　
　
　
　
　
　

 

○
市
政
運
営
全
般
に
関
す
る
市
長
の
方
針

市
長
の
説
明
責
任
を
求
め
る

市
長
の
資
質
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

( 新生改革クラブ）
井舎　英生

(刷新クラブ）
金子　拓矢

(無所属クラブ）
前田　将臣

(自民クラブ）
鳥居　宏次

(日本共産党）
中井　良介

(岸和田創生）
稲田　悦治

※傍聴される方は、当日、市役所新館

　３階議会受付へお越しください。

政策討論会を開催します

第一分科会…各地区市民センターの運営

第二分科会…公共交通のあり方

第三分科会…市街化調整区域におけるコ

　　　　　　ミュニティの維持

開催日 開始時間 開催する分科会

２月６日

（火）

10:00 第一分科会

13:00 第二分科会

15:00 第三分科会

３月 26 日

（月）

10:00 第二分科会

13:00 第三分科会

15:00 第一分科会

南部市議会議長会に
よる要望活動を実施

　平成 29 年 12 月４日に、高石
市以南の８市で構成する大阪府
南部市議会議長会において、国
土交通大臣に対し、関西国際空
港の国際ハブ化早期実現などに
ついての要望活動を行いました。
　本市議会は、当議長会の会長
市として議長・副議長が参加し、
国土交通省を訪問しました。そ
の際、石井国土交通大臣と面談
し、要望書を手渡しました。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
冬
の
寒
さ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
く
と
思
い
ま
す
。
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

市政に関する

一
般

質
問

平成 29 年第４回定例会では、６名の議員が
一般質問を行いました。（発言順に掲載）

一般質問の様子は、議会ホームページでも
録画中継のページでご覧いただけます。
また、下記の URL からもご覧いただけます。
http : //c i ty.k i sh iwada .osaka . jp/s i te/
gikai/171rokuga.html

また、２月下旬以降、市立図書館や広報広聴
課横の情報公開コーナー、岸和田市議会の
ウェブサイトの「会議録の検索と閲覧」でも
詳細をご覧いただけます。

要 旨

これまで分科会を通して議論してきた
内容を、全議員で共有するため、全体
会議を開催します。日程は未定ですが、
決まり次第ホームページでお知らせさ
せていただく予定です。

データ出展：岸和田市選挙管理委員会資料
　　　　　　岸和田市における年次別各選挙の推移
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